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令和 4年 9月 9日（金）13：30から 16：00まで、令和 4年度医療安全対策地域連携加算に係る相

互ラウンドが当院において実施されました。 

当日は、富山西総合病院から医師、看護師、薬剤師、事務員の 4名にご訪問いただき、書類審査および

院内ラウンドが実施されました。                 

このラウンドは第三者視点から検証を行い、地域の病院間におけ

る情報の共有を図り、他病院の創意工夫を学ぶことを目的として実

施されています。 

評価としては、「院内は大変きれいで整理整頓がされている。救

急カートの薬品や備品は厳選され、間違いが起こりにくい。ディス

ポの鍵も参考にしたい。」等のご意見をいただきました。また、改

善が必要な点として、インシデントレポート提出後の改善対策に関

する PDCA サイクルをいかに回すかという点についての貴重なご

意見をいただきました。今後、この評価を参考に、さらなる改善を

すすめていきます。 

 

 

 

 

 

患者の安全を守るため、すべての医療関係者が共同行動（ペイシェント・セーフティ・アクション）に

取り組み、国民の理解や認識を深めていただくことを目的として、11月 25日（いい医療に向かってＧＯ）

を含む 1週間を「医療安全推進週間」と定めています。 

 当院も下記のとおり医療安全推進週間のイベントを企画しています。 

 

★ 医療安全川柳募集 

【応募期間】  令和４年１１月１６日（水）～１１月２８日（月） 

【応募方法】  上記応募期間中、１階エントランスホールに応募用紙・応募箱を設置します。 

        多数の応募をお待ちしています！！ 

 

★ 外来患者さんへの医療安全パンフレット配布 

【配布期間】  令和４年１１月２２日（火）、１１月２４日（木）、１１月２５日（金） 

【配布場所】  １階エントランスホール 

 

★ 医療安全活動の取り組み 掲示 

【掲示期間】  １１月１８日（金）～２２日（火）   中央放射線部、医事課 

        １１月２４日（木）～２８日（月）   地域医療連携部、５階西病棟 

        １１月２９日（火）～１２月３日（金） 看護部外来、ＭＥ部  

医療安全対策地域連携加算に係る相互ラウンド 
       

金沢医科大学氷見市民病院 

医療安全小委員会 

令和４年１１月３０日 発行 
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病棟ラウンドの様子 

令和４年度医療安全推進週間イベントお知らせ 
令和４年１１月２０日（日）～１１月２６日（土） 

 



 

                       

看護部安全リンク会 委員長 三浦 恵里子 
 

看護部安全リンクナース会では、今年度「安全で安心な医療の提供のために、現場に

おいて積極的な取り組みが行える」「リンクナースの役割を理解し、部署における安全活

動が実施できる」を目標に掲げ、活動を行っています。 

活動内容としては、薬剤確認ラウンドや、ポータブルトイレ自立 

判定の実施確認など、定期的な手順遵守の確認及び啓蒙を行って 

います。また、医療安全ハンドブック携帯の確認を週 1回行って 

います。「ハンドブックは携帯しているけど中にどんなことが書い 

てあるのかよく知らない」といった方も多いのではないかと思い、 

ハンドブックを見る機会を増やし、緊急時や、手順の確認にすぐ 

に対応できるよう、医療安全ハンドブックの内容から穴埋めミニ 

テストの実施を行っています。これからもスタッフの安全意識が 

高まり、手順の遵守や確認行動がとれるよう啓蒙活動を継続してい 

きたいと思います。 
 

 

   

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ◎ 嘔吐や逆流により誤嚥したり窒息に至る事例の発生 
   

   スタッフが速やかに対応はしているが、状況から直ちに気管挿管出来ない場合があった。 

  速やかに吸引し、気道確保するための手段として「トラヘルパー（輪状甲状靭帯穿刺針）

の導入を提案。各委員会で検討の結果、院内の 8部署の救急カート内に配置が決定。9月 1

日から配置された。これにあたり、9月 8日に耳鼻いんこう科の坪田医師から、使用方法の

レクチャーが実施された。 

 

    

回覧             

             

             

看護部安全リンク会の活動について 

講師の竹越智久主任 

トラヘルパー レクチャー時の様子 

インシデントレポート 改善報告 

 導入されたトラヘルパー 


